
市川サイエンス⑤
ポスターの構成

理数探究基礎 第1編第6章「成果を発表する」p.70-75

市川サイエンス課題研究評価基準表（構想発表会）



研究発表のスタイル
ポスター発表 口頭発表

聴衆 少人数 人数は多い

発表回数 たくさん 1回

質問 しやすい しにくい

校内発表 6月構想発表会
3月ｱｶﾃﾞﾐｯｸﾃﾞｲ

11月中間発表会



評価基準（構想発表会）

 

領域 項目 ５つの力 基準（もとじゅん） 

ポ
ス
タ
ー 

  

   

構

成 

レイアウ

ト 
③表現力 

タイトルは研究の内容を過不足なく示し

ている 

ポスター全体の統一性・定理の出典・参考文

献が正確に表現されている 
フォントサイズが不適切ではない 

図表 

公式 
③表現力 

必要な図やグラフ，公式などが示されてい

る 

必要に応じてわかりやすく加工されている 

※ソフトウェアの設定のままでない 

グラフや図表に、タイトル、軸ラベル、単位な

どが書かれている。図のタイトルや図表番号

は下、表のタイトルは上など、図表やグラフの

ルールに従って表記されている。 

内

容 

独自性 

新規性 

④発見力 

⑤認識力  

先行研究の定理・結果を 1 つ以上書いてあ

る 

自分の設定したテーマと先行研究の相対化

をしている 

自分の設定したテーマに対して、今後の研究

方針を述べている 

論理性 

実証性 

①論理的

思考力 

論理に矛盾がない（考察が結果から導き出

されている、変数制御ができている、目的

に沿った実験となっている等） 

十分な検証（実験）がなされ、論理に飛躍が

ない 
目的で示している内容を結論でまとめている 

発
表 

内容 ②コミュ

力 

③表現力 

聴衆に視線を向け（アイコンタクトをと

り）ながら話している 

注目させたいポスターの場所（図やグラフ

等）を指し示している 

ポスター（スライド）の説明を自分の言葉で行

っている 

聴衆全体に聞こえるほどの十分な声量で

話している 

聴衆の立場に合わせた説明が出来ている 

（専門用語の定義をしている） 

導入・説明・結論に対し適切な時間配分がされ

ている 

質疑 
相手の質問に誠実に耳を傾け、質問の意図

を汲もうとしている 
質問に対して簡潔に回答している  



ポスター全体の統一性・定理の出典・参
考文献が正確に表現されている

•他人の成果や考えを紹介することを引用という。引用は、自分の探
究を位置付けるために必要不可欠な手続きである(野村ほか,2021)。

•引用が示されていないと自分の成果･考えということになる。

→盗用とみなされる可能性
野村純ほか(2021)：理数探究基礎,数研出版,10-11

【引用の書き方】
笠原（2000）によると…，
･･･であることが示されている（矢澤, 1989）
町田・新井（1983）は･･･，Wilgus et al.（2001）は…
，…示されている（町田・新井, 1983）。

※最後に参考文献の情報を著者・発行年とともに載せる。



フォントサイズが不適切ではない

•文字が小さすぎると見づらい。

•文字の量を減らす工夫をしよう。

•ポスター＝台本とならないように。

過去の構想発表会での例



必要な図やグラフ、公式などが示されている

•文字だけでは理解に時間がかかる。図やグラフで一目で理解し
てもらえるように。

•先行研究の内容・自分のアイデアなども図で表現できないか検
討してみよう。



グラフ・図表のタイトル

グラフ・図のタイトルは下

表のタイトルは上

（グラフも写真も「図」）



軸ラベル,単位
Excelで最初に出てくるグラフ

→正しい形に加工すること

グラフ（図）のタイトルは下



【一般的なポスターの構成】

•タイトル

•目的･背景

•方法

•結果

•考察

•結論

•参考文献

タイトル

目的･背景

方法

結果

考察

結論・文献



【構想発表のポスターの構成】
・タイトル
・（動機）
・背景
・目的
・（実験計画と結果の予想）
・参考文献

動機

目的

背景

実験計画

結果の予想

参考文献

タイトル



〔ポスターのポイント〕

興味を持ってもらう・内容が伝わる

→いろいろな流派があり、正解はない ＝工夫の余地大

〔一般的なポスターの注意点〕

•全体の流れがすぐ分かるようにレイアウトする

•色で重要箇所を強調する（使いすぎない）

•視覚に訴える図や表などを取り入れる

•文章は最低限にし、箇条書きなどを取り入れる

構想発表なの
で、今回は取
り上げない



レイアウト（人の視線は左→右、上→下に動く）

タイトル

背景・目的

方法

結果

考察1

考察2

考察3

考察4

タイトル

背景・目的

方法

結果･考察

結論・参考文献

参考文献
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